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●浜田久之profile（研修医は陰でハマちゃんと呼んでいる）
新・鳴滝塾事務局長。内科医。大学を卒業後、地域医療に携わる。長崎医療センター総合診療
科病棟の立ち上げを行った後、医学教育を学ぶためトロント大学へ留学。平成23年より長崎大
学病院医療教育開発センター教授に就任し、研修医教育に従事。

 第 2 回 　欧米と日本の研修事情
北米の医療は、常に競争
医師という職業には社会的な成功者というイメージ
が強い。欧米だってそれは同じだけど、日本とは比
べものにならないくらい競争が激しい。特に北米では
受験はもちろん、医学生、ジュニアレジデント、シニ
アレジデントとどの段階でも常に他人との競争になる
のが当たり前。そういう文化なんだ。明確な目標と
strategyをもつ者だけがその中で勝ち抜いていける。
だから、授業や研修の場で“Any question?”と問われ
て手を挙げないやつなんていない。一般的に欧米（特
に北米）では18歳で経済的に独立させられるため、卒
業までに日本円で600万〜 800万円、多いと1,000万
円もの学生ローンを本人が抱えるのが普通という背景
があるんだよ。借金を返すためには成功、すなわちお
金を稼ぐことが必須となる。また、政情不安がある国
も多いから、身分保障も心配だね。だから、いいポジショ
ンを得るための、北米のマッチングは非常に厳しい。
平均6 〜 10の病院を受ける。競争率もすごい。実際
に北米のマッチングの面接を見学したけど、ああ日本
人でよかった、と思ったよ（笑）。

「医師余剰」の足音が聞こえる
医師免許をもっていても、政情不安や競争システムの
中で、常に医者の身分が保障されている国は少ない。
カナダでもイタリアでも、元医師っていうタクシー運
転手は決して珍しくない。僕がカナダ留学中にお世話
になったアパートの管理人さんは、過去にロシアで循
環器の医師をしていた。日本はいま医師不足で売り手
市場だけど、病床数が減っているのに医学生の増員や
医学部新設が検討されている……とあれば、医師余剰
の時代は近い将来必ずやって来る。実際、歯科医師は、

飽和状態と言われている。薬剤師もここ数年でかなり
増える。医療費の抑制はすでに叫ばれているし、国民
皆保険の存続だってどうなるか分からない。TPPが医
療にまで及んだとしたら外国人医師とも競争するよう
になるかもしれない。これを読んでいる君は、40歳に
なって医師余剰の時代が訪れたときに勝ち抜ける自信
はあるかい？いや、勝ち抜く自信を今からつけよう！
　
日本の研修で大丈夫なの……？
僕は、欧米型の研修システムやキャリア形成がいいと
は思わない。むしろ、日本型の方がいいと思う。だけ
ど自分の将来像をイメージし、社会情勢を見極めなが
ら戦略を練ることは日本でも必要だ。初期研修は、医
師として生き残るための胆力を養う場。ここで楽を覚
えたら、一生楽することばかり考える人になってしま
うからね。厳しい臨床、カンファレンス、同期との切
磋琢磨、指導医などからの叱責もみんな栄養にする！
という意気込みで、あえて自分に厳しさを課すことで
将来に光がみえてくる。もう一つ大切なのは既成概念
にとらわれないチャレンジ精神、つまり小さくまとま
るなってこと。人生は長いんだから、いろんな人に出
会い経験を積んでほしい。マッチングは就活ではなく、
人生の修行の場を決める作業だと認識しよう。その一
方で、キャリアデザインのサポート体制が
しっかり整っているかをチェックする
ことも忘れちゃいけない。最高の研修
病院とは、君たちの中にある未知の
力を引き出し育てていこうという
意欲に満ちた専門スタッフとその
ためのシステムがある病院なんだ。

（第3回へつづく）

長崎県の初期臨床研修の広報活動を行う新・鳴滝塾が皆さんの研修病院選びをサポートする全3回連載、今月は第2
回目です。引き続き熱く語ってくれたのは事務局長の浜田久之先生。前回は、地方と都会の研修事情についてこんな
ことを教えてくれました。
◦長崎の病院では、実際に経験できる症例数や手技数が多い。さらに国内外の留学制度もある。
◦住みやすい環境でプライベートも充実させよう
◦長崎にはいい指導医がたくさんいるよ！
あれ、新・鳴滝塾の話がない。先生、今月こそはその話を……。「いやいや、医学生が興味をもってくれそうな話がま
だまだたくさんあるんだよ＾＾」。打ち合わせとだいぶ違ってきましたが、本当にこれでよろしいんでしょうか。今回
は、海外と日本の研修についての紹介です。

な が さ き・・・ い い か も。
5 分 で わ か る 長 崎 県 の 医学生＆研修医サポートプロジェクト

Dr.Hama-chan
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新・鳴滝塾とは
長崎県にある17の研修病院への見学・実習のコーディネートをはじめ、それぞれの病院の魅力を伝えるため
にさまざまな広報活動などを行っています。地域医療や離島での研修に興味があるんだけどな～、初期研修が
始まってから、自分がどんな医師になりたいのか色々考えよ～と思っている皆さん、新・鳴滝塾にはこんなサ
ポートがあるので、ぜひ知っておいてください。

新・鳴滝塾では地域医療研修など院外研修の旅費だけでなく、トロント大学の「INTAPT」プログラムをはじめ海外の
教育研修への参加もサポートしてくれます。自分のしたいことがすぐにできる、長崎県にはそんな研修環境が整ってい
ます。また、定期的に指導医育成のフォローも行っているので、皆さんの「未知の力を引き出してくれる専門スタッフ」が、
長崎県内の病院いたるところに揃っています。みんなで一緒に成長していくのを、ぜひ実感してください。

▪新・鳴滝塾ホームページ	 http://www.narutaki-jyuku.jp/
TEL：095-865-8351　MAIL：info@narutaki-jyuku.jp　▪担当：林田

2012年3月4日（日）に長崎県病院合同説明会を開催します。
詳細は下記ホームページにて告知します。

海外・地域医療研修への参加を
サポート！

優秀な指導医育成のため、定期
的に講習会を開催！

ココが
凄い③

ココが
凄い④

★

★

★

★

★

★

今月の一言
▪▪▪

したいことがすぐにできる

★：今月号で紹介している病院。その他の病院は、2月発行の『Kokutai 準備号』で紹介します。
※前号（1月号）では佐世保中央病院、長崎県島原病院、長崎医療センター、長崎原爆病院、長崎北徳洲会病院、長崎県上五島病院を紹介しました。

『Kokutai』編集部も
参加します！

各病院の紹介は次頁から！



Kokutai　2012　2・3月合併号 131212

新・鳴滝塾とは
長崎県にある研修病院17病院への見学・実習のコーディネートをはじめ、それぞれの病院の魅力を伝えるた
めにさまざまな広報活動などを行っています。長崎県の病院を見学したいけどお金がないな～、興味のある病
院があるけれど、いまいちよく分からないからどしようかな～と思っている皆さん、新・鳴滝塾にはこんなサ
ポートがあるので、ぜひ知っておいてください。

「自分は○○科を志望しているんだけど、どんな病院があるんだろう」「せっかくだから1日で効率良く何病院も回りたい」
……。こんな悩みや希望をもっている人のために、新・鳴滝塾では各人に合った最適な見学・実習をコーディネートし
てくれます。さらに全国どの地域からも長崎県内の病院見学・実習に来る人には旅費のサポートも行ってくれるという、
至れり尽くせりのフォロー。長崎で新体験を味わってください。

■■
■■長崎県17病院
★：今月号で紹介している病院。その他の病院は、次号と2012年2月発行の『Kokutai 準備号』で紹介します。

▪新・鳴滝塾ホームページ	 http://www.narutaki-jyuku.jp/
TEL：095-865-8351▪担当：林田

2012年3月4日(日)に長崎県病院合同説明会を開催します。詳細は上記ホームページにて告知します。

病院見学・実習のための旅費を
サポート！

見学先病院のコーディネートを
お手伝い！

ココが
凄い①

ココが
凄い②

今月の一言
▪▪▪

至れり尽くせり

★

★

★

★

★

★

▪2年目研修医：東郷政明（○○大学卒）
 Q  貴院の研修の特徴を教えてください
 A  研修の特徴はcommon	diseaseから比
較的まれな疾患まで、幅広く症例を経験でき
ることです。指導医も熱心で、患者さんへの
対応、疾患に対するアプローチや専門的治療

まで多くのことを学ぶことができます。また、救急輪番日には
内科系、外科系、小児科の上級医と共に当直業務を行いますが、
walk	 inの症例から重症の救急搬送症例までスタッフの一員と
して診療に参加します。救急外来でしか経験できないような緊
急を要する対応や治療を経験できたことも、専門性を深めてい
く3年目以降に非常に役に立つものであると確信しています。

 Q  医局はどのような雰囲気ですか？コメディカルや事務の方
との関係はどうですか？
 A  医局間の垣根はほとんど無く、他科へコンサルテーション

▪2年目研修医：卜部繁彦（○○大学卒）
 Q  医局はどのような雰囲気ですか？コメ
ディカルや事務の方との関係はどうですか？
 A  医師1人に１つの机とパソコンが準備さ
れており快適です。医局には若い先生からベ
テランの先生まで皆さん近くにいらっしゃる

ので、相談のしやすい環境だと思います。コメディカルの方と
も仲良くなれます。

 Q  どうしてこの病院を選んだのですか？研修を受けてみて、
実際どうですか？
 A  地元が長崎ということと、大学病院以外の病院を経験して
みたかったからです。現在、麻酔科で研修中ですが、挿管は大
学病院の研修医よりも経験していると思います。

当院は長崎市の中心部に位置する414床30診療科の総合病院です。いかなる時も優しさをモットーとして、市民の健康を守るため、
良質で安全な医療を提供しています。また、地域の基幹病院として救急・急性期医療・がん治療を軸とし地域の医療機関と協力しな
がら治療をおこなっています。そして、診療科目の新設や救命救急センターの整備等、高度医療のさらなる充実をはかり、平成26
年春には新しい病院に生まれ変わります。

済生会長崎病院は、現在医師39名、看護師238名(2011.11現在)で診療を行っています。当院は二次救急病院として、年間約
2,400件の救急車搬送を受け入れており、その数は長崎市内トップクラスです。また、当院の医師や看護師、その他スタッフが講
師となり無料健康講座を開催し、地域住民の方と関わりの深い病院作りに取り組んでいます。全室シャワートイレ完備の個室病室は、
利用者の皆さんに大変好評です。

長崎市立市民病院

社会福祉法人恩賜財団済生会支部 済生会

長崎病院

もしやすくなっています。医局間を超えての合同カンファレン
スや症例検討会など交流も盛んです。職種間の連携もうまく行
われており、良質な医療を患者さんに提供できています。

 Q  どうしてこの病院を選んだのですか？研修を受けてみて、
実際どうですか？
 A  私は長崎出身で、地元で働こうと思い帰ってきました。地
域に密着した医療、数多くの症例を経験したいと常々考えてい
ましたが、当院での研修はそれを補って余りあるものでした。
医学生の皆さん、当院で実績ある指導医に囲まれて医師として
のスタートを切ってみませんか。

▪臨床研修教育センター長：芦澤潔人
 Q  貴院の研修の特徴を教えてください
 A  急性期病院、地域医療支援病院として広
く患者を受け入れております。研修医は数名
で、205床、医師約40人規模の病院なので、
それぞれの研修医に対して手厚い教育ができ

ます。循環器疾患、脳血管障害の専門スタッフも揃っており、ま
た整形外科では外傷の受け入れも多く、最前線での医療を経験で
きます。病院内での各科の連携も強いので、科を超えた診療を経
験でき、コメディカルと合同のカンファレンスにも積極的に参加
してもらい、連携の強い診療に携わる教育も進めています。

▪担当：企画総務課・臨床研修担当　中里・小島
▪URL：http://www.nmh.jp/shibyo/
▪病床数：414床
▪2013年4月入局の募集人数：6名

▪担当：臨床研修教育センター事務スタッフ　森
▪URL：http://www.nsaisei.or.jp/
▪病床数：205床
▪2013年4月入局の募集人数：4名

各病院の紹介は次頁から！
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▪研修医：布村　拓也
 Q  生活環境やアメニティーは充実していま
すか？
 A  卒大変充実しています。特に食事に関す
るサポート体制が整っており、栄養バランス
を考えた食事が用意されるので非常に健康的

な生活を送ることができます。住宅についても、敷地内に寮が
あり大変快適です。また、病院が佐世保の中心部に位置してい
るため、病院からアーケードへ直結した通路を通るだけで、あ
らゆる生活用品を購入しにいくことができ、便利です。院内で
の生活に関しても、広くてきれいな研修医室を休憩時に使用で
きます。

当院は今年創立100周年を迎えた歴史ある病院で、創立以来佐世保市と長崎県県北地域の急性期医療を担う中核病院として役割を
果たしてきました。当院における医局の構成は5つの大学の医局で構成されおり、診療科の垣根が低く、各診療科間で気軽に話し合
える雰囲気があります。また、佐世保市には米軍基地があり、希望の方は佐世保米海軍診療所でのカンファランスの参加やプライマ
リケア等の診療を見学することができます。

国家公務員共済組合連合会

佐世保共済病院

 Q  どうしてこの病院を選んだのですか？研修を受けてみて、
実際どうですか？
 A  大学の研修プログラムで、この病院を選択しました。選択
したときは佐世保には米軍基地があるというイメージでした。
実際研修にきてみると、私がイメージしていた以上に米軍基地
が近かったです。そのため、外国籍の方も多数在住されており、
ふれあう機会も非常に多いです。外国籍の患者さんに対しても
診療も行うので、英語を使う機会が多く、自然と語学も学ぶこ
とができます。

▪担当：総務課　山陰　健児
▪URL：http://www.kkr.sasebo.nagasaki.jp/
▪病床数：433床
▪2013年度 初期研修医の募集人数：2名

▪プログラム責任者：三宅 裕子
 Q  貴院の研修の特徴を教えてください
 A  当院では病院の中における自分の立場、他職種との係わり
などが見えやすく、チームリーダーとしての自覚を高めていく
ことができます。2年間の研修で、患者を全人的に診療し、そ
の家族や社会背景にも思いを馳せ、地域の問題にも積極的に取
り組める医師に成長することができます。

▪2年目研修医：平野 慎一郎
 Q  お休みの日は何をして過ごされますか？
 A  時間があるときは、海に潜ったりドライ
ブで気分転換しています。

▪内科系診療部長：本山　浩道
 Q  貴院の研修の特徴を教えてください
 A  科を乗り越えた研修ができるという点で
す。例えば内科の研修中であっても放射線科
の専門医のレクチャーを受けたり、外科を研
修しながら内視鏡も継続することができま

す。いろんなことを同時並行で学んでいけるというのは、他に
はない強みだと思います。また、地域医療振興協会の全施設が
研修協力施設となっていますので、北は北海道～南は、沖縄（与
那国）まで全国各地の病院・診療所で研修が出来ます。

▪初期研修医２年：楠元　彰子
 Q  どうしてこの病院を選んだのですか？研
修を受けてみて、実際どうですか？
 A  最大の理由は、“女性外来”があったから
です。

▪臨床研修管理委員長：上之郷　眞木雄
 Q  貴院の研修の特徴を教えてください
 A  全領域の診療科が揃っており、豊富な症
例で質の高い研修を提供しております。研修
の他、抄読会、モーニングレクチャー、学会
予行等、『学べる環境』を十分に整えており

ます。その中でも、佐世保という地域の特性を生かして、米軍
海軍基地診療所における外来診療研修や、診療所医師を招いて
の英会話教室等も行っており、今後も研修医の要望を形にして
いきます。

▪研修医：芦澤　信之
 Q  どうしてこの病院を選んだのですか？研
修を受けてみて、実際どうですか？
 A  3年目以降に大学病院での勤務になると
考えていたので、初期臨床研修医の2年間は

当院の特筆すべき点としては『地域医療を担うことのできる医師を地域の中で育てる』ということを創立以来一貫して行っていると
いうことです。厚労省認定の基幹型臨床研修指定病院として若手医師の育成にも力を注ぎ、『長崎の医療を守る』という点から研修
医を受け入れております。

市立大村市民病院は、地域の皆様の「健やかな生活」を支援し、「あたたかい医療」の実践に努め、市民の方々の目線に立った医療
を提供しています。臨床研修においては、プライマリケアの修得を主眼に置き、診療科の垣根のない環境の中で幅広く研修してもらっ
ています。また医師・看護師・コメディカル・病院スタッフ全員が一体となって研修医を育てるという研修医にとってもやさしい環
境の病院です。

当院は、臨床研修指定病院、災害拠点病院、地域がん診療連携拠点病院、救急告示病院、エイズ治療拠点病院、地域周産期母子医療セ
ンター、高次脳卒中センター、地域医療支援病院、各学会認定研修病院など、高度専門医療機能を有し、県北地域における中核病院と
なっております。また、多くの救急患者を受け入れており、平成25年には長崎県北部で唯一の救命救急センターを開設する予定です。

社会医療法人健友会

上戸町病院
公益社団法人　地域医療振興協会

市立大村市民病院

佐世保市立総合病院

▪後期研修医：今村 佑子
 Q  どうしてこの病院を選んだのですか？
 A  自分の思い描く医者のイメージが、“総合医”や“家庭医”
だったので、総合的に診れるようになるための勉強ができる規
模の病院で研修を希望しました。

▪後期研修医：領家 由希
 Q  後期研修先や志望科など、初期研修後の
進路が決まっていたら教えてください。
 A  プライマリケア連合学会認定プログラム
に則り、家庭医認定を目指しています。

「研修医が一人になるかもしれない」という不安要素はありま
したが、何度も足を運んで、わからないことを徹底的に聞き相
談しました。その時の立花先生の真摯な対応に感動し、この病
院に決めました。先生方が一堂に集まってカンファレンスや会
議というのはあまりありませんが、いろんな診療科の先生とコ
ンサルトしやすく、また医者・看護師・リハビリの先生などの
区別がなく、縦にも横にも垣根がありません。これは、思って
いた以上に良かった点です。

市中病院での研修を希望しました。症例も大学病院と大差なく、
手技もたくさん経験できます。また、色々な診療科の先生方と
巡り合い、とても充実した研修生活を送っています。

▪研修医：上条　将史
 Q  お休みの日は何をして過ごされますか？
 A  近くにはパールシーリゾートや、ハウス
テンボスがあり、同じ研修医と食事に行った
り、ドライブに行ったりしています。また、
病院が市の中心にあるので、美味しいお店も

数多くあり飽きることがありません。

▪担当：研修担当事務　森 さおり
▪URL：http://www.kenyukai.or.jp/index.html
▪病床数：104床
▪2013年度 初期研修医の募集人数：4名

▪担当：事務部　総務課　臨床研修担当　富﨑　悦史
▪URL：http://www.omh-jadecom.jp/html/index.html
▪病床数：284床
▪2013年度 初期研修医の募集人数：2名

▪担当：総務課　初期臨床研修事務担当
▪URL：http://www.hospital.sasebo.nagasaki.jp/
▪病床数：594床
▪2013年度 初期研修医の募集人数：10名




